
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【断⾯モデル】 
・盛⼟形状（図の例は⾼さ 15
ｍ、のり⾯勾配 1︓1.8） 
・⼟層区分（地盤調査結果と
整合するか） 
・地下⽔位（静⽔圧、間隙⽔
圧の設定は適切か）（盛⼟
等 防 災 マ ニ ュ ア ルの 解 説 ｐ
188，189） 

安定計算書例 
【審査における確認事項・ポイント】 
 

【計算式】 
・フェレニウス式（⽔圧考慮し
ない）、修正フェレニウス式
（⽔圧考慮）、その他が適切
に選定されているか（盛⼟等
防災マニュアルの解説ｐ179-
181） 

【⽔平震度】 
・「0.25」となっているか 

【安全率】 
・地震時≧1.0 となっているか 
（・地震時＜1.0 の場合は対
策が必要） 

【計画安全率】 
・地震時 1.0 となっているか 

【（必要）抑⽌⼒】 
・地震時＜1.0 の場合算出さ
れているか（必須ではない。対
策設計で必要。） 

【円弧、すべり⾯、その他の出
⼒項⽬】 
・計算漏れ等がないか 

【すべり⾯強度】 
・粘着⼒、内部摩擦⾓は、⼟
質試験に基づき適切に⼊⼒さ
れているか 

【間隙⽔圧、すべり抵抗⼒、す
べり⼒等の出⼒項⽬】 
・計算漏れ等がないか 

【円弧すべり】 
・円弧の中⼼が検討格⼦の縁辺部に
なっていないか（縁辺部の場合は格
⼦範囲をより広げて安全率が最⼩と
なる円弧を確認する必要あり） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【単位体積重量】 
・⼟質試験に基づき適切に⼊
⼒されているか 

【単位体積重量】 
・⼟質試験に基づき適切に⼊
⼒されているか 

【計算式】 
・フェレニウス式（⽔圧考慮し
ない）、修正フェレニウス式
（⽔圧考慮）、その他が適切
に選定されているか 
・計算式に間違い等はないか 
（盛⼟等防災マニュアルの解
説ｐ179-181） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【計画安全率】 
・地震時 1.0 となっているか 

【安全率計算結果】 
・計算間違い等はないか 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【（必要）抑⽌⼒】 
・地震時＜1.0 の場合算出さ
れているか（必須ではない。対
策設計で必要。） 

【必要抑⽌⼒計算結果】 
・計算間違い等はないか 


